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アサーションの起源は，1949年に出版された Andrew Salter の『条件反射
療法（Conditioned Reflex Therapy）』に由来する。Salter は，本来的に人は
「活動的（excitatory）」であるが，多くの人は子ども時代に受けた躾などの学
習により過度に「抑制的」になっているとして，アサーション（自己主張）の
















2）アサーション・トレーニングの技法 Wolpe が AT を始めた時点で既
に，心理教育，読書療法，行動リハーサル，SUD 尺度による不安モニタリン
グ，オペラント技法など（Wolpe, 1958, 1982），AT の実証的研究の前段階で
はあるものの行動療法の基本的技法の原型がほとんど出揃った。
3）アサーションの定義 初期の研究において Wolpe は，アサーション
を「不安と拮抗する情動の表出」であると考えており，アサーションと攻撃的





70年代初頭になると AT の効果研究が始まった。McFall ら（Mcfall & Lill-





から 80年代にかけて最盛期を迎える（Brown & Brown, 1980）。
1）アサーション・トレーニングの対象 McFall ら（Mcfall & Lille-
sand, 1971 ; Mcfall & Twentyman, 1973）は大学生を対象としたアナログ研
究によって AT 研究を発展させた。また，大学生の対象のみならず，AT の適
用対象は拡大し，統合失調症（Weinman, Gelbart, & Wallace, 1972），アル
コール依存（Adinolfi, Mccourt, & Geoghegan, 1976），性的逸脱（Edwards,









技法を含んだ多彩な認知行動療法パッケージ（Lange & Jakubowski, 1976 ;
Wolfe & Fodor, 1975）へと進化を遂げた。
3）アサーションの定義 AT は行動療法以外の理論家からも大いに影響

























ると，「肯定的結果を招く行動（Rich & Schroeder, 1976）」，「自己表現
（Rathus, 1973 ; Salter, 2000 ; Wolpe & Lazarus, 1966）」，「個人の権利の
主張（Alberti & Emmons, 1970 ; Lange & Jakubowski, 1976）」などに分け
ることができる。更に，アサーションは「多元的な概念（Linehan & Egan,
1979）」であるため，数ある定義のカテゴリー分けさえ一定しなかった（Ga-
lassi, Galassi, & Vedder, 1981）。定義の問題については既に詳しいレヴュー
があるいくつかある（Galassi & Galassi, 1978 ; Rich & Schroeder, 1976）



























vanni & Epstein, 1978）。更にこの頃，アサーション概念の妥当性が実証的
に検討され始めた。社会心理学を含む多くの実証研究が示した結果は概してア
サーションの妥当性に疑問を投じるものであった（Linehan & Egan, 1979,
p. 258）。例えば，アサーションが，特に女性においてネガティブな結果を導
くという否定的な結果が示され（Delamater & Mcnamara, 1986），男性と同
程度に主張的な女性は「知性が低く」，「好ましく思われない」と評定された
９９行動療法におけるアサーション・トレーニング研究の歴史と課題
（Lao, Upchurch, Corwin, & Grossnickle, 1975）。
アサーション・トレーニング再考と SST への移行（80年代）
70年代，80年代には全盛であったアサーション研究もやがて社会的スキル






Shipley, 1977 ; Pitcher & Meikle, 1980）」が通常のアサーション（自己主
張）と比較して，より「親切」でより「敵対性が低い」と評価される（Woolfolk









2）アサーション・トレーニングから SST へ 様々な研究の末にアサー
ションの定義づけが困難であったこと，特に，線引き問題に直面した AT 研
究は，こうした問題を解決するべく，やがてより包括的な対人スキルを扱う
SST 研究の枠組みの中で扱われるようになった。SST は Hersen と Bellack
による統合失調症患者のための包括的トレーニングに由来する（Bellack, Mue-
ser, Gingrich, & Agresta, 2004）が，SST には主張訓練が含まれる（Hersen
１００ 行動療法におけるアサーション・トレーニング研究の歴史と課題
& Bellack, 1976）ため，SST は今日 AT の上位概念として位置づけられてい
る。70年代までの AT 研究者（Galassi, Galassi, & Vedder, 1981 ; Linehan
& Egan, 1979）も 80年代に入る頃には，アサーションの社会的スキルへの
下位概念化を積極的に提案し，AT は SST との違いが分からないほど SST 的
な包括的コミュニケーション・トレーニングになっていった（Galassi, Ga-
lassi, & Vedder, 1981）。このようにアサーションを社会的スキルの一部（自






3）アサーションの定義 Linehan（Linehan, 1984 ; Linehan & Egan,




































































Linehan, 2004）も AT の更なる発展を示唆する。今後も行動療法の発展と共
に AT の発展が期待される。
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